
林業大学校等の学校紹介や要望意見等

資料１



名　　称 所在地

設置・運営主体
学校等の
種類

教育理念・設置目的

学科・コース
（定員・期間）

教育・研修内容
(取得可能な資格を含む。)

その他学校等の特徴

卒業後の進路

各林業大学校等の概要等

ふくい林業カレッジ
福井県坂井市（福井県総合グリーンセンター）

Ｈ２８年５月開校

福井県 専修学校/各種学校/その他

・現地実習を多く取り入れており、年間研修日数２００日のうち１２９日を確保（事業体へのインターン
シップを含む）
・福井森林管理署と締結した協定に基づき、座学講師派遣や国有林における現地実習について連
携・協力

林業の振興と中山間地域の活性化に必要な林業従事者の確保に向け、県内の林業事業体など林業
への就業を目指す方を対象に、林業に関する幅広い知識や技術を学ぶ1年間の研修を行い、将来の
福井の林業を担う人材を育成する。

県内の森林組合、民間林業事業体、木材関係企業等

ふくい林業カレッジ
（10名・１年間）

【講義】（約400時間）
　（林業に関する基礎知識や林業機械の安全な操作方法）
　　林業の歴史、県の林業施策、森林の生態・機能、測量・伐倒・造材方法、木材加工、
　　木質バイオマス、特用林産物　等

【実習】（約600時間）
　（県内の林業事業体でのインターンシップ）
　　就業に必要な伐倒・搬出等の技術

【資格】（約200時間）
　（林業の就業に必要な資格取得に係る講習）
　・刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育作業
　・伐木等の業務に係る特別教育
　・車両系建設機械運転技能講習
　・玉掛け技能講習
　・小型移動式クレーン運転技能講習
　・走行集材機械の運転の業務に係る特別教育
　・不整地運搬車運転技能講習
　・荷役運搬機械等によるはい作業従事者に対する安全教育
　・機械集材装置の運転業務に係る特別教育
　・簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育
　・伐木等機械の運転の業務に係る特別教育
　・狩猟免許試験準備講習
　・フォークリフト運転技能講習











名　　称 所在地

設置・運営主体
学校等の
種類

教育理念・設置目的

学科・コース
（定員･期間）

教育・研修内容
(取得可能な資格を含む。)

その他学校等の特徴

卒業後の進路 既就業者を対象としている。

①働きながらでも学べる
　基本コースの受講日数は、年１２～２０日で、一月当たりでは１～２日程度となるため、働いている方
でも受講しやすく、短期間で効率的に学ぶことができます。
②全国のトップランナー、先進事例から学べる
　県内外のトップランナーを講師に迎え、様々な分野の最先端の知識・技術が学びます。
　また、そのような先進事例をいかにそれぞれの取り組みに適用・応用するかについて考えます。
③アフターフォローも安心
　各種相談や講師との取次ぎ、資料の貸し出しも行えます。

森林を経営資源として
多様な価値を創造する
ため、分野の枠にとらわ
れない先進的で幅広い
知識やスキルを習得す
る。

林業一般、組織運営、
森林経営、木材需要と
流通、資源管理、資源
活用、プロジェクトの企
画、林業トレンド、プロ
ジェクトの実践

コスト削減や収益拡大
等を実現するため、経
営・管理に係る実践的な
知識やスキルを習得す
る。

林業一般、マネジメン
ト、会計基礎、林業経
営、路網計画、木材需
要と流通、情報発信

作業の生産性・安全性
を高め、効果的な施業
を自ら考え実践するた
め、科学的な知見に基
づく、専門性の高い知識
や知識を取得する。

林業一般、安全技術、
目標林型と森林施業、
路網計画、森林整備の
目的と公的制度、木材
の生産、指導技術

・選択講座
それぞれのニーズに応
じた、より専門性の高い
各種技術を習得する。
・市町職員講座
市町職員を対象に、林
務行政の基礎知識を習
得し、新たな森林管理シ
ステムへの対応や森林
環境譲与税を活用した
施策立案の演習を行う。
・林業体験講座
林業への就業に関心が
ある人を対象に、森林・
林業の基礎知識を学
び、林業作業の体験実
習を行う。
・地域林政アドバイザー
講座
地域林政アドバイザーを
活用した取り組みの積
極的な推進を図るため
に、林野庁の認定を受
けた研修を行う。

各林業大学校等の概要等

みえ森林・林業アカデミー
三重県津市（三重県林業研究所）

平成３１年４月開講

三重県 専修学校/各種学校/その他

森林、林業、木材産業、または、地域社会等において、様々な課題に自ら取り組み、それぞれの分野
をけん引する人材を育成するため、次に掲げる人材育成を進める。

①新たな視点、多様な経営感覚及び科学的知見を備える人材
②高い使命感及び広い社会性を備え、意欲的に行動できる人材
③先進的かつ戦略的な取組を実践できる人材
④環境及び安全に配慮した取組を実践できる人材

ディレクター育成コース
（５名・２年間　全35日）

マネージャー育成コース
(10名・１年間　全12日）

プレイヤー育成コース
(10名・１年間　全12日）

その他















名　　称 所在地

設置・運営主体
学校等の

種類

教育理念・設置目的

学科・コース
（定員・期間）

教育・研修内容
(取得可能な資格を含む。)

その他学校等の特徴

卒業後の進路 森林組合等林業事業体

・他府県と競合する高校新卒者は対象とせず、転職者の育成を対象としている。
・特に、新規就業者の講座において、滋賀らしい人材育成を反映するべく、検討中。
（新規就業者コースは、今年度検討を行い、令和２年度に開講の予定）
・林業そのものだけではなく、林業に携わりながら山村での暮らし方を学ぶことができるカリキュラムの
設定を検討している。

・労働生産性６ｍ3/人・
日以上を達成できる人
材の育成をめざす。

・ 森林整備の方針を立
て、業務の発注ができる
人材

・ 現場作業が安全にで
きる人材
・ 山村に新たな活力を
与えてくれる人材

各林業大学校等の概要等

滋賀もりづくりアカデミー
滋賀県野洲市北桜９７８－９５

滋賀県森林政策課（林業普及センター内）

滋賀県 専修学校/各種学校/その他

近年の台風等による風倒木処理の対応や、市町を主体とした新たな森林経営管理制度の導入による
放置林対策への対応が求められ、本県の森林･林業における事業量は、今後より一層増加する。
　その一方で、作業を担う林業従事者は、年々減少し、高齢化が進んでおり、機械化の進展とともに高
度なスキルが求められている。また、新たな森林経営管理制度を推進するためには、専門技術等を備
えた市町職員が求められており、人材育成が急務になっている。
そこで、これらの新たな課題に対応するために、「既就業者」、「新規就業者」、「市町職員」を対象とし
た新たな森林･林業人材の育成機関を開設することとした。

既就業者 市町職員 新規就業者 高校生



名　　称 所在地

設置・運営主体
学校等の

種類

教育理念・設置目的

林業専攻
森林公共
人材育成

林業トレーニ

ングコース
（20名・２ヶ

月）

経営高度化
コース

(20名・３ヶ
月）

森林保全・野
生鳥獣対策

コース

(20名・６日程
度）

森と木の文
化コース
(20～50名・
年４回）

教育・研修内容
(取得可能な資格を含む。)

林業の基礎
知識、基礎
技術の習得
など

中期計画の
立案、マー
ケッティング
力養成、コ
スト分析な
ど

森林に関す
る基礎知
識、利用・
育成方法、
鳥獣害防除
の習得など

「京都の森
の文化を再
発見・発信」
をテーマに
した体験型
講座

その他学校等の特徴

卒業後の進路

学科・コース
（定員・期間）

研修科

本校の特徴は、講義３実習７の割合で実践的なカリキュラムを組んでいることです。また、事業体での
実習にも力を入れており1年次のインターンシップ（短期）と2年次後期には「キャップストーン研修（長
期・2クール）」と称する職場実習を実施しています。キャップストーンとは、ピラミッドの頂点に置かれた
石のことで、基礎教育、専門教育と積みあがった上に総仕上げとしてこの研修を行っています。この成
果は、就職した職場への定着に結び付くことから本校では特に重視しています。

森林組合連合会、森林組合、林業、木材製造業、木質バイオマス関連会社、林業機械会社、造園業、
公務員など

これまでの森林・林業教育にない人材育成や資格取得に取り組みます。
①実践的な技術・知識を身につけて第一線で活躍できる人材
②森林保全活動から野生鳥獣対策まで幅広い地域活動を支える公共人材
③森林組合等林業事業体の経営力の向上を支える人材

森林林業科
（20名・2年間）

森林科学、育林技術、森
林・林業経営、木材利
用、林業機械（各種林業
機械操作の資格取得の
ための教育、実習を含
む）、森林計測・森林路
網等

各林業大学校等の概要等

京都府立林業大学校
京都府京丹波町

平成２４年４月開校

京都府 専修学校/各種学校/その他



名　　称 所在地

設置・運営主体
学校等の

種類

教育理念・設置目的

林業機械高
度化コース

森林経営高
度化コース

木材利用高
度化コース

教育・研修内容
(取得可能な資格を含む。)

路網作設技
術や架線系
林業機械技
術等

組織マネジ
メント、森林
クラウドＩＣＴ
活用等

建築等新用
途、木造住
宅建築入門
等

その他学校等の特徴

卒業後の進路

業界や地域との連携・協力
・林業・木材産業の業界との連携による実践教育の充実と就業の促進
・多自然地域まるごとキャンパスとして、森林王国ならではの地域の魅力を体験
・地域との交流行事を通じて、多自然地域への定住促進や地域を活性化

平成30年度の卒業生14名全員が森林林業関係へ進んでいる。内訳は林業分野6名（森林組合5、林業
事業体1）、木材産業分野3名（製材1、チップ製造2）、森林関係分野2名（造園・緑化1、森林調査等1）、
公務員（県）1名、自営1名、進学1名。

各林業大学校等の概要等

兵庫県立森林大学校
兵庫県宍粟市

平成２９年４月開校

兵庫県 専修学校/各種学校/その他

研修科
学科・コース
（定員・期間）

専攻科
（20名・２年間）

①木材生産、森林整備等の実践的な技能の習得。専門技術の
資格取得
②持続可能な地域の森林経営のための高度な専門知識及び
技術の習得、森林経営の見聞を広める国内外の林業先進地で
の研修
③森林の持つ多面的な機能の習熟、獣害対策
【資格】
①刈払機、②伐木等（大径木含）、③機械集材、④走行集材機
械、⑤簡易架線集材、⑥伐木等機械、⑦車両系建設機械(整
地･運搬、積込用及び掘削用)、⑧小型移動式ｸﾚｰﾝ、⑨玉掛、
⑩林業架線作業主任者(実働3年以上）、⑪⑫日赤救急法救急
員、⑬狩猟免許（わな）、⑭樹木医補、⑮森林情報士2級、⑯森
林ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ(2次試験1部免除(20歳～)、⑰ｽｸｰﾙｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ入
門、⑱選択：はい作業、⑲選択：森林健康指導士2級(通信)

次代の林業を担う人材の養成を行うとともに、森林に関わる人材等を幅広く育成する。
これにより、森林の多面的機能の増進と地域の活性化に寄与する。





















名称 奈良県フォレスト・アカデミー 所在地 奈良県南部地域を予定

設置・運営主体 法⼈委託を視野に検討 学校等の種類 その他（条例設置）

教育理念
設置⽬的

学科・コース
（定員・期間）

フォレスター養成課程
（10名・2年）

森林管理・林業を実践する技術の習得と、森林の持
つ「⽣産」「防災」「⽣物多様性」「レクリエーション（社
会性）」に関する理論を理解しマネジメントできる能
⼒を⾝につける。
さらに、森林管理の⾏政的知識、⼿続き等を⾝につ
け、市町村の森林⾏政の根幹を担える⼈材となるよう
なカリキュラムを修得する。

その他学校等の特徴

フォレスター養成課程
・市町村の森林⾏政を執⾏する県と市町村が連携した組織
（構想）
・市町村職員・コンサル・林業事業体　等

【⼈材育成の⽬的】
　奈良県が森林管理の参考としているスイス連邦の森林管理が有効に機能しているのは、森林管理が単な
る林業的な「施業管理」ではなく、地域に即した⼟地利⽤や景観保全、⽣物多様性保全等を含んだ森林
の「環境管理」として運⽤されている事が⼤きな要因となっています。
　このため、新たな森林環境管理制度は、「施業管理」が中⼼であった従来の森林管理に加えて、森林の
「環境管理」を推進する制度とすることとし、公共政策の⼀翼を担う森林管理を展開するため、「制度」、「組
織」、「⼈材」、「教育」、「財政」が有機的に結びつき、効果的に機能する必要があります。それ故、新たな森
林環境管理には、その⽬的を成し得る能⼒を持つ⼈材が不可⽋と考えます。

各林業⼤学校等の概要等（奈良県・現時点検討案）

卒業後の進路

森林作業員養成課程

・林業事業体
・⾃伐林家　等

森林作業員養成課程
（10名・1年）

教育研修内容
（資格取得）

主に森林管理・林業を実践する技術の習得と、森
林の持つ「⽣産」「防災」「⽣物多様性」「レクリエー
ション（社会性）」に関する理論の概要を理解す
る。

【資格取得】
刈払機作業安全衛⽣教育、チェーンソー作業従事者特別教育、⽟掛け技能講習、⼩型移動式クレーン
技能講習、不整地運搬⾞技能講習、機械集材装置運転業務特別教育、荷役運搬機械等によるはい作
業従事者安全教育、⾞両系建設機械運転技能講習、⾛⾏集材機械運転業務特別教育、伐⽊等機械
運転業務特別教育、簡易架線集材装置等運転業務特別教育、フォークリフト運転技能講習、林業架線
作業主任者免許講習、狩猟・わな猟免許

※フォレスター課程修了者には県独⾃資格を付与

スイス・リース林業教育センターと連携
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